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尾 花 沢 市
青 少 年 育 成
市 民 会 議

令
和
７
年
度

尾
花
沢
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
集
会

　

令
和
７
年
11
月
９
日（
日
）

文
化
体
育
施
設
サ
ル
ナ
ー
ト・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、、
青
少
年
健
全
育

成
市
民
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
約
４
５
０
名

の
皆
さ
ま
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
大
変
有
意
義
な
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
青
少
年
健
全

育
成
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
優
良
団
体
・
功
労
者
へ
の

表
彰
を
行
い
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
き
た

歩
み
が
あ
ら
た
め
て
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、「
大
人
が

変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
る
と
い
う
意
識
を
一
層
強
め
て
行
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
元
日
本

代
表 

吉
田
沙
保
里
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
夢
の
実
現
へ
〜

夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
田
氏
は
、
自
身
の
競
技
生
活
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
夢
や
目
標
は
、
す
ぐ
に
結
果
が
出
な

く
て
も
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
あ
き
ら
め
ず
に
努
力

を
重
ね
る
こ
と
で
、
道
は
必
ず
開
け
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
世
界
の
舞
台
で
挑
戦
を
続
け
る
中
で
、
家
族
や
指

導
者
、
地
域
の
大
人
た
ち
の
支
え
が
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
た
こ
と
に
触
れ
、「
自
分
一
人
で
は
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る
大
人
の
存
在
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
励
み
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
失
敗
や
挫
折
を
経
験
し
た
際
に
も
、「
負

け
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
次
に
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
、
会
場
の
参

加
者
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　

本
集
会
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
は
地
域
に
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
り
、
支
え
る
取
り
組

み
が
広
が
る
よ
う
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

板
橋
桜
川
地
区
・
常
盤
地
区

交
流
事
業
実
行
委
員
会

（
常
盤
地
区
）

　

尾
花
沢
林
間
学
校
は
、
令
和
７
年

で
50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
桜
川
地
区
の
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
に
、
尾
花
沢
の
自
然
に

触
れ
る
体
験
や
、
忘
れ
ら
れ
な
い
時

間
の
提
供
を
し
て
き
た
。
子
ど
も
た

ち
の
心
と
身
体
を
育
む
だ
け
で
な
く
、

板
橋
区
と
尾
花
沢
市
の
間
に
温
か
い

絆
を
築
い
て
お
り
、
青
少
年
の
育
成

と
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

城
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

実
行
委
員
会　
　
（
常
盤
地
区
）

　
「
延
沢
城
跡
」
の
国
史
跡
指
定
を

記
念
し
、
毎
年
11
月
3
日
（
文
化
の

日
）
に
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を

目
的
に
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開

催
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
で
40
回

の
開
催
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
児
童
生

徒
を
は
じ
め
一
般
の
方
も
多
数
参
加

し
て
お
り
、
常
盤
地
区
を
は
じ
め
尾

花
沢
市
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
の
場
と
な
る
な
ど
、
青
少
年
の

育
成
と
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

稲
葉 

美
季
子　
（
尾
花
沢
地
区
）

　

平
成
8
年
よ
り
29
年
間
、
尾
花
沢

市
青
少
年
育
成
推
進
員
と
し
て
地
域

に
お
け
る
青
少
年
及
び
青
少
年
団
体

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
。
長
き

に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
や
青
少
年
の

事
業
に
関
わ
り
を
持
ち
、
各
学
校
で

の
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
へ
の
参

加
や
花
笠
地
域
安
全
活
動
へ
の
協
力
、

環
境
浄
化
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
は
多
大
で
あ
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

三
浦　

澄
夫　
　
（
福
原
地
区
）　

　

旧
寺
内
小
学
校
時
代
か
ら
現
在
ま

で
お
よ
そ
20
年
、
小
学
生
の
登
校
の

際
に
交
差
点
な
ど
で
見
守
り
立
哨
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
横
断

の
危
険
箇
所
な
ど
を
把
握
し
、
横
断

誘
導
線
や
横
断
旗
を
各
方
面
に
要
望

し
設
置
が
な
さ
れ
た
。
長
き
に
わ
た

り
福
原
地
区
内
の
子
ど
も
た
ち
の
交

通
安
全
を
見
守
り
、
交
通
安
全
指
導

に
取
り
組
ん
で
き
た
功
績
は
多
大
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
確
保

や
事
故
防
止
の
み
な
ら
ず
、
健
全
育

成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成

功
労
者

功
労
者

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成

優
良
団
体

優
良
団
体

〜
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
〜

夢
の
実
現
へ
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子
ど
も
の
心
を
育
む
も
の

尾
花
沢
市

青
少
年
育
成
市
民
会
議

会
長　

池
田
正
義

　

市
民
の
皆
様
を
始
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
の
青
少
年
育
成

市
民
会
議
の
事
業
を
計
画
通
り
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
度
の
成
果
と
課
題
を
評
価
し
、
よ
り
充
実
し
た

令
和
八
年
度
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
十
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
青
少
年
健
全
育

成
県
民
大
会
で
は
、
子
ど
も
が
幸
せ
に
育
つ
に
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
七
次
山

形
県
教
育
振
興
計
画
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
教
育
に
つ
い
て
、

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
・

家
庭
、
地
域
、
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
目
指
す
べ
き
行

動
や
考
え
方
が「
県
民
の
皆
様
へ（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」

と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
育
ち
や
教
育
に
、
よ
り

多
く
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

遠
藤
利
彦
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

教
授
）
の
著
書
『
安
心
感
が
子
ど
も
の
心
を
育

む
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
の
内

側
、
外
側
で
も
、
子
ど
も
の
近
く
に
い
る
大
人
の

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
（
子
ど
も
が
不
安
な
と
き
、
感

情
が
く
ず
れ
た
と
き
、
特
定
の
大
人
に
く
っ
つ
い

て
「
も
う
大
丈
夫
だ
」
と
い
う
安
心
感
に
浸
る
こ

と
）
が
、
子
ど
も
の
心
の
発
達
を
左
右
し
、
そ
の

後
の
子
ど
も
の
幸
せ
な
生
き
方
に
も
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
こ
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
よ
り
子
ど
も

の
心
の
土
台
と
な
る
非
認
知
能
力
（
自
己
﹇
自
己

肯
定
感
・
自
己
理
解
・
意
欲
・
自
己
効
力
感
・
自

制
心
・
自
立
心
﹈、
社
会
性
﹇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
・
思
い
や
り
・
協
調
性
・
道
徳
性
・
規
範
意

識
﹈）
が
育
ち
ま
す
。
そ
の
非
認
知
能
力
が
育
つ

こ
と
で
外
に
出
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
失
敗
し
た
り

傷
つ
い
た
り
し
て
も
安
心
感
に
浸
る
こ
と
が
で
き

る
大
人
の
と
こ
ろ
に
帰
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

満
た
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
意
欲
的
な
取
組

み
が
、
子
ど
も
の
成
長
と
自
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
大
人
は
、

家
族
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
当
然
、
家
族

か
ら
受
け
る
安
心
感
に
よ
る
影
響
は
大
き
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
過
ご
す
の
は
、
家
庭

内
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
の
外
側
に
も
子

ど
も
が
安
心
で
き
る
大
人
が
い
れ
ば
、
子
ど
も
は

多
く
の
場
面
で
思
う
存
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
が
安
心
感
に
浸

れ
る
よ
う
に
家
庭
、
学
校
、
地
域
等
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
、
子
ど
も
の
心
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
著
書
の
最
後
に
、
子
ど
も
の
心
を
育
む
た

め
の
大
人
の
具
体
的
な
役
割
が
あ
り
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

①
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
、
安
全
な
避

難
場
所
と
安
心
の
基
地
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

②
集
団
の
中
に
温
か
い
感
情
的
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と

③
子
ど
も
た
ち
の
感
情
の
聞
き
役
、
語
り
部
、
指

南
役
と
な
る
こ
と

④
子
ど
も
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と

⑤
子
ど
も
同
士
の
遊
び
・
学
び
の
見
守
り
役
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

こ
の
五
つ
は
、
私
た
ち
の
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い

も
の
で
す
。

令
和
７
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
花
沢
市
推
薦
作
品
）

い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
標
語

◆
小
学
生
の
部
◆

◎
変
わ
ろ
う
よ  

見
て
い
る
だ
け
の  

自
分
か
ら 

福
原
小
学
校
６
年 

大
類　

羽
和

◎
そ
の
言
葉  

口
に
す
る
前  

ひ
と
呼
吸 

福
原
小
学
校
６
年 

戸
津　
　

花

◎
や
さ
し
さ
は  

小
さ
な
勇
気  

大
き
な
力 

福
原
小
学
校
５
年 

東
海
林
茉
乃
亜

◎
い
や
な
お
も
い  

し
な
い
さ
せ
な
い  

あ
か
る
い
え
が
お

 

福
原
小
学
校
２
年 

石
川　

翠
依

◎
な
に
げ
な
く  

は
な
っ
た
言
葉
の  

矢
は
ぬ
け
ぬ 

尾
花
沢
小
学
校
６
年 

星
川　

蓮
翔

◎
か
け
て
み
よ
う  

や
さ
し
い
心
の  

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト 

尾
花
沢
小
学
校
６
年 

大
類　
　

雫

◎
や
ら
な
い
で  

自
分
が
さ
れ
て  

い
や
な
こ
と 

宮
沢
小
学
校
３
年 

倉
兼　

悠
成

◎
と
も
だ
ち
と  

や
さ
し
い
き
も
ち
で  

な
か
よ
く
ね 

宮
沢
小
学
校
１
年 

齊
藤　

る
う

◎
が
ま
ん
ダ
メ  

何
で
も
言
え
る  

環
境
に 

玉
野
小
学
校
６
年 

尾
﨑
み
な
み

◎
チ
ク
チ
ク
言
葉
に
か
ぎ
か
け
て  

ふ
わ
ふ
わ
言
葉
で
す
ご
そ
う
よ

 

常
盤
小
学
校
４
年 

落
合　

朝
陽

◆
中
学
生
の
部
◆

◎
Ｓ
Ｎ
Ｓ  

二
度
と
消
せ
な
い  

そ
の
言
葉 

福
原
中
学
校
３
年 

庄
司　

楓
雅

◎
気
付
い
て
る
？  

見
て
見
ぬ
ふ
り
も  

傷
つ
け
る 

福
原
中
学
校
３
年 

本
間　

宇
宙

◎
そ
の
一
歩  

小
さ
な
勇
気  

救
い
の
手 

福
原
中
学
校
１
年 

菅
野　

結
愛

◎
そ
の
言
葉  
消
え
る
の
一
瞬  

傷
一
生 

尾
花
沢
中
学
校
３
年 

古
郡　

妃
菜

◎
「
し
て
な
い
よ
」  
さ
れ
た
人
し
か　

分
か
ら
な
い 

尾
花
沢
中
学
校
２
年 

遠
藤
美
緒
果

　

令
和
７
年
度
の
〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞
や
ま
が
た
県
民
運
動
に
係
る
「
い
じ

め
防
止
」
標
語
の
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３ ●市保育施設保護者会連絡協議会　●市保育施設連絡協議会　●市連合区長会　●市防犯協会　●尾花沢地区交通安全協会　●尾花沢警察署
●市更生保護女性会　●人権擁護委員協議会尾花沢支部会　●市母子寡婦福祉連合会

　９月23日（火）尾花沢小学校の児童５名の参加で「ほたる
の里郷土資料館見学＆銀山散策」を行いました。
　ほたるの里郷土資料館では、大類誠文化財専門員よりホタ
ルや民具、市内の遺跡から出土した土偶や石器について説明
いただき、銀山では銀鉱洞の中に入り「焼き堀り」という方
法で銀を採掘していたことを教えていただきました。
　実際に笠や蓑（みの）を身に着けてみたり、本物の土偶を
手で触れてみたりと
普段できない体験に
加え、各ポイントで
は手作りのクイズ出
題があり、児童の皆
さんは楽しい一日を
過ごしました。

　令和 7 年度の尾花沢中学校では、「ボランティアの意識の
高まりを形にする」をテーマに生徒会 JRC 委員会を中心に
活動してきました。大きな取り組みとしては、保育園でのボ
ランティア・特別養護老人ホームでのボランティアです。
　「保育園でのボランティア」は、「保育園で貢献できること
をやってみたい」という生徒の声によって実施が決定しまし
た。自分たちで参加者を募り実施しました。その活動の様子
が地域に広がり、保育園から「お願いしたい」と要望をいた
だきました。学校と地域の双方向の関係ができつつあります。
　尾花沢中のボランティア意識の高まりは、地域に広がり、
地域と共にある活動へと進化しています。

　12月25日、13名が参
加しました。午前中北
村山視聴覚センターで
プラネタリウムを見学
し、冬の星座について
勉強しました。公民館

に戻り、消費生活カルタで楽しくかるた取りをし、昼食はみ
んなでホットドッグとフルーツサンドを作り美味しく食べま
した。午後は、竹埜恵美さんを講師に冬にピッタリのスノー
ドーム作りに挑戦。キラキラと舞う自分だけのスノードーム
にみんな満足していました。

　閉校を迎える今年度。小中連携事業として、そしてボラン
ティア活動の一環として最後の「福原地区 小中クリーン作
戦」を実施しました。全校生が自分の住んでいる地区の公民
館をスタートとゴールとし、各公民館長さまの協力を得て、
ゴミ拾いをしました。地域を綺麗にする活動を通して、地域
への感謝を再確認するとともに、地域の環境美化に貢献しま
した。尾花沢中と統合しても地域とのつながりを大切にし、
自分たちにできることに「気づき」、「考え」そして「実行」
できる人になれるよう努めていきます。
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青少年育成尾花沢地区民会議
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２●尾花沢地区子供会育成連絡協議会　●宮沢地区子供会育成連絡協議会　●福原地区高校生等を持つ親の会　●市スポーツ推進委員会
●市スポーツ少年団本部　●市スポーツ協会　●市商工会　●市商工会青年部　●尾花沢地区婦人会　●市老人クラブ連合会　●市芸術文化協会

　12月25日、地区の児童を対象と
した文字の書き方教室が開催され
ました。昨年に引き続き２年目の
実施で、講師は地域で指導を行っ
ている尾崎芳桜先生と先生の門下

生となる中学生の皆さんです。参加した児童たちは丁寧に指
導を受け、硬筆や毛筆の課題に挑戦したほか、色紙に好きな
文字をしたためたりしました。その後は手品のショーやビン
ゴゲーム大会が行われ、大いに盛り上がりました。
　美しい文字を書くことには、集中力を高めたり心を穏やか
にする効果があり、大変有意義な催しでした。

 12月６日（土）、親子ケーキ作り教室を開催しました。講師
は地区内にある大崎菓子店の大崎俊一さんです。子どもたち
は、用意されたケーキのスポンジに白桃や黄桃、パイナップ
ルを挟み、数種類の絞り口を使い分けながら生クリームを絞
り出してデコレーションをしました。仕上げにイチゴや砂糖
菓子のサンタクロース、チョコのプレートなどを飾りました。
　出来上がった世界に一つだけの手作りのケーキに、こども
たちはにっこり笑顔になりました。

　今年度の林間学校は天候にも恵まれ、熱中症対策を万全に
７月25日（金）から27日（日）までの３日間、無事に行うことが
出来ました。
　昨年は残念ながら「沢歩き」や「キャンプファイヤー」が中止
となりましたので、それを目当てに再度参加した子供たちの期待
に応えられ、ホッとしております。
　そしてこの活動も50回の節目を迎えることが出来ました。これ
からもこの先の50年を見据えた活動を、板橋区桜川地区の皆さ
んと共に行っていきたいと思います。

　本校はスクール・ミッションの一つとして「地域の未来を
担う人材の育成」を掲げています。尾花沢市と連携した取り
組みとして、全校での「花笠まつりパレード」参加や「花の
かけはし」植栽への参加などを積極的に行っています。また、
地域の小中学生を対象として、本校の選択科目である「ハン
グル入門」を活かし、「K―POPダンス体験会」や「はじめ
ての韓国語体験講座」を行いました。地元企業と連携し、本
校を会場に「尾花沢大石田少年少女発明クラブ」の体験活動
も昨年に引き続き実施しました。
　今後とも、地元とのつながりを大切にして、様々な世代の
方とふれあい、成長していきたいと思います。
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宮沢地区子供会育成連絡協議会

青少年健全育成玉野地区民会議 会長 折原祐次郎


